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建設長崎青年技能競技大会
開催のお知らせ

と き 平成２２年５月１６日�
午前９時開会

ところ 県立佐世保高等技術専門学校
（北松佐々町）

建
設
長
崎
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

�

組
織
内
部
へ
の

取
り
組
み

�

組
合
員
に
対
し
、
賃
金
の

決
定
内
容
に
つ
い
て
新
聞
等

を
通
じ
て
周
知
徹
底
を
は
か

り
ま
す
。

�

仕
事
確
保
運
動
と
連
携
し

て
『
お
得
意
先
回
り
』
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け

ま
す
。

�

各
事
業
所
、
現
場
毎
に
事

業
主
と
職
人
の
対
話
を
通
じ

て
、
相
互
理
解
と
協
力
を
求

め
ま
す
。

�

公
契
約
法
・
設
計
労
務
単

価
等
の
学
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

�

組
織
外
部
へ
の

取
り
組
み

�

官
公
庁
へ
対
す
る
要
請
行

動

建
設
現
場
で
働
く
技
能
労

働
者
の
適
正
な
工
事
単
価
・

賃
金
で
就
労
で
き
る
よ
う
、

設
計
労
務
単
価
の
調
査
改
善

要
求
、
入
札
時
の
最
低
制
限

価
格
の
引
き
上
げ
、
公
契
約

条
例
の
制
定
等
を
求
め
る
た

め
の
制
度
や
政
策
の
改
善
に

向
け
た
要
請
を
行
い
ま
す
。

�

全
建
総
連
九
地
協

各
県
の
代
表
で
国
土
交
通

省
九
州
地
方
整
備
局
や
大
手

建
設
・
住
宅
企
業
各
社
に
対

し
て
交
渉
を
行
い
ま
す
。

�

宣
伝
活
動
に
つ

い
て

賃
金
・
仕
事
確
保
用
ポ
ス

タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
配
布
と
共
に
、
宣
伝
カ
ー
等

で
の
巡
回
等
を
五
月
末
日
迄
に

全
支
部
実
施
し
ま
す
。

≪平成２２年度賃金改定内容≫
平成２２年度の賃金改定にあたり、２月４日に開催した第
４回本部執行委員会で提案し各支部賃金拡大委員会（２月
５日～２月１７日）を開催。各支部の意向を３月２３日開催の
第５回本部執行委員会で決定した内容です。
１．現行賃金について
「就労日数の確保を図るとともに、可能な限り引き上げに
努力する」
２．目標賃金について 「目標賃金は、２４，０００円とします」
３．実施時期について 「平成２２年４月１日より実施」

春春
期期
おお
得得
意意
先先
回回
りり

地
域
に
密
着
し
た
人
間
関
係
と
技
術
技
能
を
最
大
限

に
発
揮
し
て
お
得
意
先
回
り
を
実
施
。

本
来
、
お
得
意
先
回
り
は
常

日
頃
心
掛
け
て
実
施
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
春

期
の
統
一
行
動
と
し
て

一
週
間
の
行
動
日
を
設

定
し
ま
し
た
。

配
布
資
料
と
し
て
チ

ラ
シ
「
住
ま
い
の
こ
と

な
ら
地
元
の
業
者
に
」、

住
宅
点
検
シ
ー
ト
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
準
備

し
ま
し
た
。
時
期
的
な

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

各
支
部
事
務
所
に
は
配
布
資
料

等
を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

活
用
し
て
仕
事
確
保
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
別
途
住
宅
エ
コ
ポ
イ

ン
ト
用
チ
ラ
シ
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
個
人
で
さ
ら
に
注
文
を

さ
れ
る
場
合
は
一
枚
８
円
で
販

売
し
ま
す
。

公共工事設計労務単価 前年度１．５％減の１万６，４７９円（５１職種）
国土交通省と農林水産省は３月３０日、公共工事の積算に使う公共工事設計労務単価の

２０１０年度基準額を発表しました。
５１職種の全国平均単価は０９年度に比べ１．５％減の１万６，４７９円となり、下落に一応の歯
止めが掛かった前年度から再び落ち込みに転じました。１９９７年度のピーク時（２万３，２９５
円）に比べると約７割の水準に下がっています。
長崎県は１８職種の内、左官１４，７００円、電工１４，３００円等５職種で上がったものの、大工

１４，８００円、配管工１３，５００円の２職種で変わらず、左官１４，７００円等１１職種で下がりました。

全
建
総
連
は
、

三
月
二
十
四
日

に
東
京
の
社
会

文
化
会
館
で

「
建
設
不
況
打

開
、公
契
約
法
・

条
例
制
定
を
求

め
る
中
央
決
起

集
会
」
を
開
催
。

全
国
四
十
二
県

連
・
組
合
か
ら

六
五
二
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

全
建
総
連
の
田
村
中
央
執
行

委
員
長
は
「
厳
し
い
中
で
も
全

国
の
仲
間
の
頑
張
り
で
組
織
六

五
万
人
台
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
公
契
約
法
・
条
例
の
取

り
組
み
を
前
進
さ
せ
て
き
た
。

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
仕

事
お
こ
し
を
強
化
し
、
建
設
不

況
を
打
ち
破
る
呼
び
水
に
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
の
各
政
党
代
表
か
ら
は

「
公
契
約
法
は
議
員
立
法
で
実

現
を
め
ざ
す
」「
予
備
費
の
活

用
で
耐
震
化
を
進
め
、
景
気
対

策
の
一
環
と
し
た
い
」
な
ど
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

秋
田
建
労
と
東
京
都
連
か
ら

は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
活

用
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

千
葉
県
野
田
市
の
根
本
市
長
か

ら
、
全
国
初
の
公
契
約
条
例
制

定
に
至
っ
た
経
緯
や
国
会
の
動

き
、
今
後
の
課
題
等
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

集
会
決
議
で
は
、
建
設
不
況

を
打
開
す
る
た
め
に
国
や
自
治

体
に
対
し
て
地
域
経
済
の
再
生
、

住
宅
建
設
・
耐
震
性
の
向
上
を

求
め
、
公
契
約
条
例
の
制
定
に

向
け
て
団
結
し
て
運
動
を
進
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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保
険
証�

～ ～
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
た
め
、
組
合
で
は
同
年

三
月
に
被
保
険
者
証
の
検
認
を

組
合
各
支
部
ご
と
に
実
施
し
ま

し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
未
だ
被
保

険
者
証
の
検
認
を
お
済
み
で
な

い
方
（
短
期
被
保
険
者
証
の
方

は
別
途
更
新
）
は
、
四
月
一
日

以
降
は
今
お
持
ち
の
被
保
険
者

証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
お

早
め
に
検
認
を
受
け
ら
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
等
に
未
納
が

あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
更

新
当
月
分
ま
で
の
保
険
料
等
を

納
入
の
上
、
検
認
を
受
け
ら
れ

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

尚
、
法
人
事
業
所
の
事
業
主

（
組
合
員
）
の
方
で
、
長
建
国

保
に
継
続
加
入
す
る
た
め
に
必

要
な
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承

認
申
請
を
お
済
み
で
な
い
場
合

は
早
急
に
組
合
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

書
類
提
出
は
お
早
め
に

三
月
検
認
の
際
、
一
部
該
当

さ
れ
る
皆
様
に
は
、
無
職
証
明

書
、
又
は
収
入
金
額
に
関
す
る

証
明
書
、
学
生
証
写
し
等
の
書

類
の
提
出
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
。
資
格
認
定
に
必
要
な
証

明
書
類
で
す
の
で
、
お
早
め
に

組
合
へ
提
出
（
郵
送
可
）
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
桜
も

満
開
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
桜
は
、
今
一
つ
元
気
が

な
い
と
い
う
か
、
一
斉
に
春
ら

ん
漫
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
れ
も
世
界
的
な
気
象

異
変
の
一
つ
で
し
ょ
う
か
。

先
日
四
月
二
日
に
今
回
新
た

に
東
彼
杵
郡
波
佐
見
町
に
企
業

進
出
し
操
業
を
開
始
し
た
、
長

崎
キ
ヤ
ノ
ン
の
工
場
を
見
学
し

て
来
ま
し
た
。

新
入
社
員
二
〇
〇
名
を
四
月

一
日
に
受
け
入
れ
、
全
体
で
八

〇
〇
名
で
当
面
操
業
を
行
う
そ

う
で
す
。
以
降
一
〇
〇
〇
名
態

勢
に
も
っ
て
行
き
、
業
績
次
第

で
は
更
に
拡
張
し
て
行
き
た
い

と
の
抱
負
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
製
造
業
の
比
率
が
低
い
長

崎
県
に
お
い
て
、
重
要
な
基
幹

産
業
の
一
つ
と
し
て
、
大
き
く

伸
び
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

工
場
は
波
佐
見
町
の
す
ぐ
そ

ば
の
山
を
切
り
開
い
た
所
に
有

り
、
工
場
の
立
地
と
し
て
は
最

高
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。
今
後

用
地
が
必
要
と
な
っ
て
も
、
第

二
期
工
事
や
第
三
期
工
事
と
し

て
、
十
分
に
拡
張
が
可
能
で
す
。

工
場
用
地
が
少
な
い
長
崎
県
に

お
い
て
は
希
少
価
値
が
あ
る
敷

地
と
思
え
ま
す
。

工
場
は
、
ま
だ
操
業
初
期
の

た
め
、
閑
散
と
し
て
い
る
感
じ

が
し
て
い
ま
す
。
今
研
修
を
受

け
て
い
る
二
〇
〇
名
が
現
場
配

置
に
つ
け
ば
一
杯
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。
た
だ
工
場
と
い
っ
て

真
っ
先
に
頭
に
浮
か
ぶ
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

製
作
チ
ー
ム
は
五
名
一
組
と
な

り
一
つ
の
ブ
ー
ス
で
組
立
を
行

う
形
態
を
取
る
そ
う
で
す
。
カ

メ
ラ
が
主
力
の
製
造
の
た
め
ホ

コ
リ
が
最
大
の
難
敵
で
あ
り
、

一
番
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
人

が
動
く
と
必
ず
ホ
コ
リ
が
動
き

ま
す
か
ら
、
対
策
に
は
一
番
頭

を
痛
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

製
造
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
創
意
工
夫
が

生
か
さ
れ
、
よ
り
正
確
で
効
率

よ
く
生
産
が
進
む
方
策
を
常
に

検
討
し
て
い
る
事
、
そ
れ
が
社

員
の
や
る
気
に
つ
な
が
っ
て
い

る
事
な
ど
、
新
し
い
工
場
と
し

て
、
他
と
違
う
方
向
性
を
見
い

だ
そ
う
と
頑
張
る
姿
勢
が
強
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

四
月
以
降
、
い
よ
い
よ
本
格

操
業
に
向
か
う
長
崎
キ
ヤ
ノ
ン

の
こ
れ
か
ら
を
見
守
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「「「「「「「「「「「「「「
平平平平平平平平平平平平平平
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長
建
国
保
で
は
、
組
合
員
及

び
家
族
の
健
康
の
保
持
増
進
を

図
る
た
め
『
長
崎
県
下
十
三
の

温
泉
施
設
を
指
定
し
て
利
用
料

金
の
割
引
及
び
補
助
制
度
』
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

補
助
券
の
交
付
は
一
世
帯
当

た
り
十
五
枚
が
限
度
で
す
。
長

建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
に
は

優
待
券
と
し
て
補
助
券
六
枚
を

限
度
に
お
渡
し
し
ま
す
。

●
補
助
券
申
請
の
際
は
、
印
鑑

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
下
さ
い
。

●
指
定
温
泉
に
つ
い
て
は
各
支

部
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

※
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一

日
以
前
に
交
付
し
て
い
る
補
助

券
は
、
利
用
期
間
が
過
ぎ
使
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
。

県
議
会
だ
よ
り

３１

長
崎
県
議
会
議
員

金
子
三
智
郎

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５３８号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）４月１５日発行



建建
設設
長長
崎崎
福福
祉祉
共共
済済
のの

一一
部部
給給
付付
改改
正正
にに
つつ
いい
てて

組
合
員
相
互
の
助
け
合
い
の
一
助
と
し
て
昭
和
四
十
一
年
に
三
〇
円
で
共
済
制
度
を
発
足
し
て
以

来
、
四
十
四
年
間
、
健
全
な
運
営
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
四
十
四
年
六
〇
円
、
昭

和
四
十
七
年
二
〇
〇
円
、
昭
和
五
五
年
四
〇
〇
円
、
平
成
三
年
五
〇
〇
円
、
平
成
六
年
一
、
〇
〇
〇

円
、
平
成
十
七
年
一
、
三
〇
〇
円
と
一
、
一
〇
〇
円
の
二
段
階
と
通
算
六
回
の
引
き
上
げ
を
行
い
、

給
付
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
福
祉
共
済
会
が
必
要
な
制
度
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

直
近
の
改
正
は
、
平
成
十
七
年
十
一
月
よ
り
六
十
五
歳
以
上
の
給
付
改
善
と
、
現
行
給
付
に
重
き

を
置
い
て
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

組
合
結
成
六
十
五
周
年
に
あ
た
り

給
付
内
容
を
一
部
改
正

１
５

よ
り

今
年
は
、
平
成
十
七
年
共
済

制
度
改
正
か
ら
五
年
が
経
過
し
、

更
に
は
組
合
結
成
六
十
五
周
年

に
も
当
た
り
ま
す
。
組
合
員
の

高
齢
化
に
伴
い
、
六
十
五
歳
以

上
の
組
合
員
を
重
視
し
た
一
部

共
済
給
付
の
内
容
見
直
し
を
は

か
り
、
相
互
扶
助
と
い
う
立
場

か
ら
改
善
し
ま
し
た
。

�

今
回
改
正
す
る
見
直
し
部

分
に
つ
い
て

去
る
二
月
二
日
開
催
の
第
四

回
本
部
執
行
委
員
会
、
三
月
二

十
三
日
開
催
の
第
五
回
本
部
執

行
委
員
会
の
議
を
経
て
、
共
済

の
一
部
給
付
改
正
が
承
認
決
定

を
受
け
、
従
来
の
「
建
設
長
崎

福
祉
共
済
制
度
」
の
一
部
給
付

額
（
全
労
済
分
）
を
下
記
の
と

お
り
改
正
し
ま
す
。

�

一
部
給
付
内
容
を
改
善
し

た
新
共
済
の
給
付
発
効
は
平

成
二
十
二
年
五
月
一
日
よ
り

適
用
し
ま
す
。

�

組
合
新
規
加
入
者
は
、
共

済
規
定
に
よ
り
「
組
合
に
加

入
し
て
三
ヶ
月
経
過
後
」
よ

り
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

�

組
合
員
皆
様
か
ら
の
共
済

費
納
入
額
（
一
、
三
〇
〇
円
、

一
、
一
〇
〇
円
）
は
現
行
据

え
置
き
で
す
。

※ 網かけ部分は給付改善金額です。

☆（６５歳以上の組合員Ｂ型）

最高５０万�最高１００万

最高５０万�最高１００万

１日１，０００円
�１日２，０００円
１日 ５００円
�１日１，０００円

（年齢に関係なく、Ａ・Ｂ型共通）

４０万円�８０万円

２０万円～３６万円�４０万円～７２万円

２万円～１２万円�４万円～２４万円

（年齢に関係なく、Ａ・Ｂ型共通）

１２万円�２４万円

６万円�１２万円

４，０００円～１２，０００円�８，０００円～２４，０００円

４，０００円～６０，０００円�８，０００円～１２０，０００円

４０，０００円�８０，０００円

〇（６５歳未満の組合員Ａ型）

最高１００万変わらず

最高１００万変わらず

なし

なし

交通事故死亡

交通事故障害

傷害見舞金 交通事故 入院

交通事故 通院

火災等

全焼（７０％以上）

半焼半壊（２０～７０％）

一部焼一部壊（２０％未満）

風水害

全壊流出（７０％以上）

半壊（２０％～７０％未満）

一部壊（２０万円以上）

床上浸水

２親等までの同居家族の死亡

建設長崎福祉共済制度給付内容一覧
（一部給付改善した共済の給付発効は平成２２年５月１日より適用）

共済Ｂ型（６５歳以上の組合員）
月額 １，１００円

３ヶ月超～１年未満 ４５，０００円（生花含）
１年以上～２年未満 ７０，０００円（生花含）
２年以上～６年未満 ９０，０００円（生花含）
６年以上 １２０，０００円（生花含）
加入年数問わず １，０３０，０００円（生花含）

加入後、３ヶ月超～１年未満 ４０，０００円（生花代２万円含む）
１年以上～２年未満 ５０，０００円（生花代２万円含む）
２年以上～６年未満 ６０，０００円（生花代２万円含む）
６年以上 ７０，０００円（生花代２万円含む）

加入後、３ヶ月超～ ３０，０００円（生花代２万円含む）

―――――

―――――
―――――

１，０００，０００円
９００，０００円～４０，０００円

入院（５日目から１８０日限度）日額２，０００円
通院（９０日を限度） 日額１，０００円

支給日額４，０００円 加入後、３ヶ月超～１年未満 最高２７日
１年以上～２年未満 最高３７日
２年以上 最高４７日

ケガ（労災・交通事故含む）による入院の場合のみ
入院日額 １，５００円（入院初日より最高１８０日を限度）

ケガ入院日数３０日につき、１０，０００円を入院給付金と合わせて支給。
（最高６０，０００円限度）

休業１０日以上の事故 １０，０００円
休業１０日以上の事故 １０，０００円

（７０％以上） 加入年数問わず ８００，０００円
（２０％以上７０％未満） 加入年数問わず ４００，０００円～７２０，０００円
（２０％未満） 加入年数問わず ４０，０００円～２４０，０００円
（７０％以上の損害） ２４０，０００円
（２０％以上７０％未満の損害） １２０，０００円
（２０万円以上の損害） ８，０００円～２４，０００円
浸水の程度の応じて ８，０００円～１２０，０００円

８０，０００円
３０，０００円

組合員の子供が小学校に入学する際、１児童につき ５，０００円
―――――
―――――
―――――
１５，０００円

７０歳以上の組合員（平成２６年完全移行）３，０００円記念品
７０歳以上の組合員が脱退する場合
加入後５年未満

５年以上１０年未満 ７０，０００円
１０年以上２０年未満 ８０，０００円
２０年以上 １００，０００円

共済Ａ型（６５歳未満の組合員）
月額 １，３００円

加入年数問わず ５３０，０００円（生花代等３万円含む）

加入年数問わず １，０３０，０００円（生花代等３万円含む）
加入年数問わず １，０３０，０００円（生花代等３万円含む）

（最高）５００，０００円

１，０００，０００円
４５０，０００円～２０，０００円

４５０，０００円～２０，０００円

１５，０００円
１５，０００円
１５，０００円
―――――
―――――

―――――

共済事由
会 費

病気死亡（自殺含む）

不慮の事故死亡
交通事故死亡

配偶者

家 族
病気による重度障害
労災保険法１～２級
労災保険法３級２～４号
重度障害
労災保険法の第３～１４級
重度障害
労災保険法の第３～１４級
入院給付
通院給付

病気休業手当金
（労災・交通事故除く）

入院給付金
（傷 害）
入院見舞金
（傷 害）

労災事故見舞給付金
交通事故見舞給付金

全 焼
半焼半壊
一部焼一部壊
全壊流出
半 壊
一部壊
床上浸水

２親等までの同居家族の死亡
結婚祝金
入学の祝
成人の祝
初老の祝
還暦の祝
古稀の祝
敬老の祝

退職慰労給付金

組
合
員

不
慮

交
通
事
故

サ
ポ
ー
ト

火

災

風
水
害

死
亡
弔
慰
金

障
害
給
付

休
業
補
償

災
害
給
付

各
種
祝
金

毎月１回１５日発行 ２０１０年（平成２２年）４月１５日発行建 設 長 崎第５３８号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



県
北
総
支
部
主
婦
会

中
央
支
部
日
見
分
会

花
見
３／２８

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会

３／２８

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会

３／２８

春
の
ミ
ス
テ
リ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
（
一
泊
二
日
）

三
月
十
九
日
〜
二
十
日
、
県

北
主
婦
会
十
一
名
で
参
加
し
ま

し
た
。

前
日
か
ら
留
守
の
間
の
料
理

を
作
り
、
久
し
ぶ
り
の
お
出
掛

け
で
ワ
ク
ワ
ク
で
す
。

ミ
ス
テ
リ
ー
と
い
う
事
で
何

処
に
行
く
か
分
か
ら
な
い
ま
ま

バ
ス
に
乗

り
！
大
型
バ

ス
だ
っ
た
の

で
、
他
の
方

も
一
緒
で
す
。

最
初
は
廻
り

に
気
を
使
い

な
が
ら
…
…

で
も
皆
ん
な

私
達
と
似
た

様
な
方
達
で

ほ
っ
と
し
ま

し
た
。

最
初
は
佐

賀
城
本
丸
歴

史
館
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
方
、
歴
史
が
好
き
な
方
で

し
ょ
う
、
詳
し
く
案
内
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。

で
も
、
前
回
行
っ
た
時
と
は

中
の
展
示
が
変
わ
っ
て
い
た
の

と
玄
関
の
お
雛
様
の
素
晴
し
い

飾
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
日
田
豆
田
町
散
策
。
こ

こ
で
は
書
け
な
い
よ
う
な
楽
し

い
事
も
有
り
ま
し
た
よ
…
…
。

三
和
酒
類
（
い
い
ち
こ
）
で
は

焼
酎
の
試
飲
で
気
分
が
良
く

な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
天
ヶ
瀬
温

泉
で
宿
泊
。
と
っ
て
も
良
い
お

湯
と
お
部
屋
で
の
語
ら
い
で
楽

し
い
一
日
を
終
了
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
天
ヶ
瀬
慈
恩
の
滝
。

水
流
が
多
く
素
晴
し
い
風
景
で

す
。
高
塚
地
蔵
で
は
、
お
か
か

え
地
蔵
を
だ
っ
こ
し
て
運
だ
め

し
…
…
帰
り
道
、
生
椎
茸
を
夕

食
の
惣
菜
に
買
い
、
だ
ん
だ
ん

主
婦
に
戻
っ
て
る
み
た
い
で
す
。

瀬
の
本
高
原
で
だ
ん
ご
汁
の
昼

食
を
い
た
だ
き
、
黒
川
温
泉
に

て
お
湯
に
入
り
、
一
段
と
美
し

く
な
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
楽
し
い
旅
行
を
さ
せ
て

頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
佐
世
保
北
・
倉
富
ミ
エ
子
）

満満
開開
の
桜
の
下
、ビ
ー
ル
、

カ
ラ
オ
ケ
で
賑
わ
う

晴
天
の
下
、

絶
好
の
花
見

日
和
に
恵
ま

れ
た
三
月
二

十
八
日
�
中

央
支
部
日
見

分
会
で
は
、

芒
塚
公
民
館

に
て
十
三
名

の
参
加
で
恒

例
の
花
見
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
は
暖
冬
の
影
響
で
開
花

予
報
は
一
週
間
ほ
ど
早
か
っ
た

の
で
す
が
、
こ
こ
数
日
間
の
寒

気
の
お
陰
で
見
事
に
ほ
ぼ
満
開

の
桜
を
眺
め
な
が
ら
の
花
見
が

で
き
ま
し
た
。
宴
が
始
ま
る
と

皆
さ
ん
桜
の
花
は
そ
っ
ち
の
け

で
、
お
得
意
の
カ
ラ
オ
ケ
を
交

え
な
が
ら
、
放
っ
て
お
け
ば
明

日
ま
で
続
き
そ
う
な
く
ら
い
の

勢
い
で
和
気
藹
々
楽
し
ま
れ
て

ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
多
忙
の
中
、

相
川
委
員
長
や
金
子
県
議
ら
も

御
祝
い
片
手
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
時
間
の
許
す
範
囲
で
交

流
を
深
め
て
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
分
会
長
よ

り
「
こ
れ
か
ら
も
分
会
の
存
続

の
た
め
に
団
結
し
て
頑
張
ろ

う
」
と
い
う
力
強
い
閉
め
の
あ

い
さ
つ
で
、
今
年
も
楽
し
い
花

見
を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。

（
大
賀
）

崎
野
公
園
で
花
見
会

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会
で

は
、
三
月
二
十
八
日
�
に
崎
野

自
然
公
園
に
て
、
恒
例
の
『
花

見
会
』
を
開
催
。

今
年
は
、
例
年
に
な
い
穏
や

か
な
好
天
に
恵
ま
れ
、
桜
も
満

開
。
絶
好
の
花
見
日
和
の
な
か

総
勢
三
十
四
名
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

早
速
、
手
際
よ
く
準
備
を
済

ま
せ
、
分
会
長
の
乾
杯
で
酒
宴

開
始
。

桜
は
程
々
に
、
お
肉
を
焼
く

人
や
食
べ
る
人
、
急
か
す
人
、

各
々
が
盃
を
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
大
い
に
酒
を
飲
み
、
世
間
話

で
賑
や
か
な
花
を

咲
か
せ
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

（
城
下
）

桜
花
満
開
の
中
尾
城
公
園

花
満
開
の
三
月
二
十
八
日
�
、

西
彼
支
部
長
与
連
合
分
会
で
は
、

組
合
員
・
家
族
三
十
名
の
参
加

で
、
中
尾
城
公
園
に
て
花
見
会

を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
花
見
客
が
い
る
な
か

組
合
員
さ
ん
が
朝
早
く
か
ら
場

所
を
確
保
し
た
甲
斐
も
あ
っ
て
、

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

時
折
吹
く
、
春
風
で
舞
い
散

る
花
び
ら
を
眺
め
な
が
ら
酒
宴

が
ス
タ
ー
ト
。

満
開
の
桜
と
春
の
陽
気
も
手

伝
っ
て
か
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

雰
囲
気
の
な
か
、
時
折
近
づ
く

ト
ン
ビ
を
警
戒
し
つ
つ
、
楽
し

く
お
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
語
り

合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
、
花
見
を

通
じ
て
春
の
到
来

を
感
じ
つ
つ
、
有

意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

（
城
下
）

一
昨
日
の
春
の
嵐
の
影
響
で

満
開
の
桜
も
ボ
チ
ボ
チ
散
り
か

け
た
四
月
四
日
�
中
央
支
部
福

田
分
会
で
は
、
福
田
天
満
宮
に

て
、
十
五
名
の
参
加
で

花
見
を
行
い
ま
し
た
。

福
田
分
会
の
花
見
は
、

日
程
の
都
合
で
他
所
と

ダ
ブ
ら
な
い
よ
う
に
気

を
使
っ
て
頂
い
て
い
る

た
め
、
こ
こ
数
年
は
桜

の
花
が
残
っ
て
い
る
か

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
の

開
催
と
な
っ
て
い
ま
す

が
「
残
り
も
の
に
は
福

が
あ
る
」
で
、
当
日
は

温
暖
な
気
温
の
中
で
、
時
折
吹

き
注
ぐ
微
風
に
よ
り
桜
吹
雪
を

楽
し
み
な
が
ら
、
少
数
精
鋭
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
美
味
し
い

お
酒
を
酌
み
交
わ
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

最
後
に
、
冒
頭
で
金
子
県
議

の
あ
い
さ
つ
に
あ
っ
た
「
福
田

分
会
の
再
建
」
の
た
め
に
、
桜

の
花
同
様
、
ま
た
満
開
を
目
指

し
て
頑
張
ろ
う
と
皆
で
万
歳
三

唱
を
行
っ
て
花
見
を
終
え
ま
し

た
。

（
大
賀
）

二級建築施工管理技士
受験対策講習会のお知らせ

昨年に引き続き上記の講習会を下記のとおり実施します。

受講申込受付 今月より随時受付
島原建設技術専門学院 ０９５７‐６３‐１２９７
大村建設技術専門学院 ０９５７‐５３‐８３８５

講習期間 平成２２年７月上旬～１０月下旬まで
（２８日間予定）

講習時間 毎週２回（火・金）予定
午後６時３０分～９時まで
募集人員１０名（最低５名以上で実施）

受 講 料 ２５，０００円（予定）
講習内容 建築一般�・建築一般�・安全管理・施工計画・

品質管理・工程管理・法規�・法規�・実技全般
受験資格（実務経験）高等学校（指定学科卒）３年以上

高等学校卒業後４年６ヶ月以上 その他の者
８年以上
大学・専門校により実務経験は異なります。

三
月
十
七
日
に
長
崎
建
設
技

術
専
門
学
院
の
修
了
式
挙
行
。

今
回
の
修
了
生
は
建
築
設
計

科
四
名
、
木
造
建
築
課
三
名
の

七
名
で
し
た
。

修
了
式
で
は
学
院
生
に
前
田

学
院
長
か
ら
修
了
証
書
と
、
技

能
照
査
合
格
書
、
作
業
主
任
者

手
帳
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
島
原
市
か
ら
二
年
間

通
い
続
け
た
小
峯
さ
ん
と
二
級

建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
た
西

村
さ
ん
に
特
別
表
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

前
田
学
院
長
は
「
建
設
業
界

の
状
況
は
大
変
厳
し
い
が
、
こ

う
い
う
時
こ
そ
技
術
・
技
能
を

取
得
す
る
こ
と
が
必
要
。
取
得

し
た
技
術
・
技
能
を
社
会
で
存

分
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
県
の
町
田
産
業

労
働
部
次
長
は
「
こ
の
二
年
間
、

皆
さ
ん
は
見
事
に
乗
り
越
え
ら

れ
た
。
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
も

感
謝
し
た
い
。
先
輩
方
と
力
を

合
わ
せ
て
建
設
、
建
築
の
世
界

で
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

県
も
優
秀
な
人
材
の
育
成
に
心

が
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推

進
し
て
い
き
た
い
」
と
中
村
知

事
の
祝
辞
を
代
読
。

修
了
生
を
代
表
し
て
西
村
さ

ん
が
「
こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
感
を
持
ち
、

技
術
の
向
上
に
努
め
、
誇
り
と

自
信
を
も
っ
て
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

中
央
支
部
福
田
分
会

４／４ ▲崎野公園で花見“全員集合”（時津連合分会）▲桜の木の下で花見会（長与連合分会）

２年間の修了式を迎える７名

花
見
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